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一
.、

序

ρ言

今
日
の
世
界
は
殆
ん
ど

二
分
せ
ら
れ
、
ソ
蓮
的
共
産
主
義
止
ア
メ
リ
㌧刀
的

民
主
主
義

と
が
対
立
し
、
相
互
に
異
端
硯
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。.何
れ
の
時
代

に
於
て
も
思
想
的
対
立
と
,
.其

の
勢
ガ
的
争
闘
と
は
冤
れ
な
い
所
で
あ

つ
て
、
こ
れ
が
全
く

一
と
な
る
と
と
は
期
待

し
得
ら
れ
な

い
所
で
あ
る
。
時
聞
的

・
室

闇
的
に
、
又
生
物
学
的
に
異
る
人
類
は
、
、其

の
思
想
も
各
ζ
の
顔
面
が
異

る
が
如
く
に
相
違
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
こ
の
相
蓮

の
あ
る
所
に
思
想
は
次
第
に

進
化
し
、
弁
証
法
的
に
止
揚
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
.思
想
的
進
展
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
若
し
こ
れ
が
統

一
さ
れ
る
な
ら
ば
、
恐
ら
く

文
化
の
進
展
は
沈
滞
停
留
し
て
、
寧
ろ
人
類
を
破
滅

に
導
く
で
あ
ろ
う
。
此
の
意
味
か
ら
思
想

の
対
立
は
遜
く

べ
き
も
の
で
は
な
く
、
却

つ
て
希
望
す
べ
き
も

の
で
あ

つ
て
、
入
類
発
展

の
為
に
緊
要
な
も

㊨
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
.そ

こ
で
異

つ
た
対
立
す
る
思
想
が
存
在
す
る
限
り
、
他
を
異
端
と
し
て
排
斥
攻

撃
す
る
こ
と
も
亦
人
情
と
し
て
已
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
併
し
、
こ
れ
が
叉

一
面
に
於
て
は
そ
の
切
磋
琢
磨

に
よ

つ
て
交
化
が
向
上

す

る

点
か

ら
見
れ

ば
、
寧
ろ
歓
迎
す

べ
き
竜

の
.で
あ
る
。
(
さ
れ
ど
人
類

の
幸
幅
を
害
す
る
團
争
は
排
斥
す

べ
き
で
あ
る
。
)中
国
の
春
秋
職
国

の
時
代
は
諸
子
百
家
が
輩

出
し
、

各
自
が
自
読
を
主
張
し
他
を
排
撃

し
、
そ

の
論
争
は
実
に
活
濃

で
あ

つ
た
。
殊

に
儒
家
と
弛

の
諸
家
と
の
間
に
は
論
争
甚

だ
し
く
、
交
献
的
に
も
そ
の
資
料
は

多
ぐ
残
存
し
て
い
る
。
か
、玉
.る
論
争
.に
依
つ
て
他
家
は
勿
論
、
儒
家

の
思
想
も
進
展
し
、
最
初
実
践
を
主
と
し
た
儒
家

の
思
想
も
、
次
第

に
思
惟
的

・
哲
学
的

思
想

に
ま
で
進
展
す
る
に
至
つ
た

の
で
あ
る
。
.そ
と
で
儒
家
に
は
他
家
を
排
撃
し
た
異
端
論
が
存
し
、
他
家
に
は
儒
家

に
対
す
る
非
儒
論
が
存
す
る
。
此

の
小

論

交
に
於
て
は
非
儒
論
に
つ
い
て
は
後
日
に
ゆ
づ
砂
、
先
づ
前
者

の
儒
教
の
異
端
論
、
特
に
孟
予
の
墨
家
思
想
排
撃

の
目
標
と
理
由
と
を
明
か
に
し
た
い
。

一

儒

教

の

異

端

論

(
市
川
)

一

(
二

三

)



億
州
大
学
紀
要
　
　
第
　
　
号

二
（
・
二
・
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
儒
家
の
異
端
論
概
説

　
、
中
国
に
於
け
る
春
秋
よ
聖
職
国
に
か
け
て
の
時
代
は
、
周
の
王
権
次
第
に
衰
え
、
諸
侯
は
放
恣
に
し
て
富
国
彊
兵
を
競
い
隅
王
命
に
服
す
る
者
は
殆
ん
ど
な

か
っ
た
。
学
者
も
亦
思
想
の
統
制
が
弛
み
、
造
言
乱
民
の
刑
も
有
名
無
実
と
な
り
、
「
言
論
が
自
由
と
な
っ
た
結
果
（
「
私
見
臆
読
を
逞
5
1
し
所
謂
諸
子
百
家
「
の
輩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ
む
る

」．

o
を
見
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
孔
子
は
「
攻
ご
異
端
H
斯
害
也
已
。
」
（
論
　
語
為
政
篇
）
と
述
べ
て
異
端
の
読
が
学
問
修
養
に
害
あ
惹
こ
と
を
警
亡
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
儒
教
．
に
お
け
る
異
端
論
の
第
一
声
で
あ
る
。
然
ら
ば
ご
玉
に
孔
子
の
所
謂
「
異
端
」
と
は
何
か
ρ
、
朱
子
は
注
し
て

　
　
異
端
非
二
三
人
群
道
目
詰
別
為
一
二
端
哨
如
二
楊
墨
一
是
也
。
其
率
胴
一
天
下
凸
至
二
於
無
父
無
君
づ
専
治
早
舞
レ
精
レ
之
ハ
、
為
レ
害
面
面
。
（
鱗
濫
）

と
述
べ
て
い
る
。
ζ
の
文
に
よ
れ
ば
儒
教
の
異
端
と
称
す
る
も
の
は
聖
人
の
道
に
あ
ら
ざ
る
も
の
、
脚
ち
儒
教
以
外
の
設
を
総
称
し
て
異
端
と
呼
ん
だ
こ
と
x

な
る
。
、
恐
ら
ぐ
孔
子
も
亦
此
」
、
の
意
昧
と
同
様
な
意
義
に
於
て
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
孔
予
は
膨
満
な
人
格
を
そ
な
え
た
聖
人
で
あ
る
が
故
に
、
遍
激
な
言
を

以
て
回
読
を
排
す
る
こ
と
な
く
唯
一
言
と
の
言
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
　

　
然
る
に
孟
子
に
至
っ
て
は
、
異
端
の
害
あ
る
事
を
深
く
感
じ
、
無
難
と
し
て
起
ち
異
端
攻
撃
の
「
鋒
を
鋭
く
振
っ
て
い
る
，
こ
れ
は
孟
子
め
時
代
・
孟
子
の
性

格
等
に
も
よ
る
と
と
で
あ
る
が
、
一
孟
子
の
目
的
と
す
る
所
が
王
道
国
家
を
建
設
し
、
仁
義
の
大
道
を
実
現
し
、
「
以
て
天
下
を
泰
手
な
ら
し
め
る
に
．
あ
っ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
目
的
達
成
の
為
に
は
当
時
隆
盛
を
極
め
氷
炭
相
容
れ
ぬ
他
の
諸
家
に
対
、
し
て
は
、
．
排
撃
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
殊
に
孟
子
の
時
代
に

於
て
は
、
覇
道
が
盛
に
行
わ
れ
、
し
か
も
其
の
美
点
が
失
わ
れ
、
諸
侯
は
唯
弱
肉
暗
算
・
攻
伐
争
闘
に
寧
日
な
く
、
人
民
は
塗
炭
の
苦
難
に
陥
り
、
其
の
出
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駐
」
）

に
恐
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
故
に
孟
子
は
先
づ
覇
道
及
び
そ
の
鼓
吹
者
た
る
合
従
派
の
排
斥
を
な
さ
ゴ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
又
思
想
界
は
諸
子
酉

家
に
よ
っ
て
各
種
の
読
が
横
行
し
、
人
民
は
帰
趨
を
失
い
邪
論
に
迷
わ
さ
れ
る
者
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
孟
子
は
自
．
読
に
反
す
る
思
想
に
対
し
て
は
、
痛
烈
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
難
二
）

る
排
撃
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
斗
第
一
に
は
楊
・
墨
の
こ
家
で
あ
り
、
第
二
に
は
瀞
農
の
言
を
奉
ず
る
と
称
す
る
許
行
の
徒
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
樹
孟
子
に
は
呼
子
・
宋
輕
・
公
孫
術
等
の
書
聖
に
対
し
て
も
亦
反
対
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
過
激
な
雪
は
弄
し
て
い
な
い
。
一

　
次
に
二
子
に
去
て
も
異
端
の
攻
撃
が
あ
る
。
彼
の
有
名
汝
非
十
二
子
篇
に
は
官
翼
・
古
写
・
陳
仲
・
史
鮭
・
墨
麗
・
宋
鉦
・
愼
到
・
雪
餅
・
恵
施
・
郵
析
・

子
思
・
孟
朝
の
六
派
十
二
子
を
非
難
攻
撃
し
て
い
る
。
此
の
十
二
子
は
学
派
の
不
明
な
も
の
も
あ
る
が
、
其
の
明
か
な
も
の
と
し
て
は
、
墨
・
宋
の
墨
家
、
愼
・

田
の
法
家
、
恵
漕
郡
の
名
家
、
．
子
・
孟
σ
儒
家
の
土
量
八
子
で
あ
る
。
聖
子
が
儒
家
で
あ
り
な
が
ら
子
思
・
孟
子
の
儒
家
を
非
難
し
た
こ
と
は
、
彼
の
性
悪
論

と
共
に
後
世
宋
儒
に
よ
っ
て
、
彼
が
排
斥
せ
ら
れ
る
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
七
子
に
於
て
は
非
十
二
子
篇
の
み
な
ら
す
他
の
篇
に
於
て
一
も
、
諸
家
に
対
す
る



非
難
の
言
が
散
見
せ
ら
れ
る
。

　
　
（
註
二
、
管
仲
以
＝
其
君
覇
、
畢
以
二
碁
勲
。
融
雪
猫
不
レ
足
レ
為
與
．
重
星
レ
莱
、
由
友
レ
手
妻
。
（
新
妻
孫
）

　
　
　
　
　
五
覇
三
王
之
罪
人
也
。
今
之
諸
侯
五
覇
之
罪
人
也
。
（
孟
子
、
藤
文
公
篇
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
　
　
　
二
、
許
物
之
不
レ
斎
、
物
蔭
情
也
。
或
網
倍
捜
、
或
網
什
伯
。
子
製
図
同
レ
之
、
是
乱
丁
天
下
一
也
。
葺
雁
小
麿
同
レ
費
、
人
量
為
レ
之
哉
。
従
＝
許
子
之
道
↓
柑
牽
而
為
レ
儒

　
　
　
　
　
・
者
礁
悪
能
溝
二
国
家
嶽
響
藤
文
）
　
　
　
　
　
　
　
　
、
二

　
　
　
　
三
、
略
く
法
一
｝
先
王
ハ
而
不
レ
知
診
且
ハ
統
↓
猫
然
而
材
劇
論
大
、
聞
爆
撃
博
、
案
一
】
往
旧
一
造
レ
説
、
謂
一
一
之
五
行
へ
甚
僻
違
而
無
レ
類
、
幽
隠
而
無
レ
説
、
閉
約
而
無
レ
解
。
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
ア
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ガ
　
　
　
　
ド
ロ
ウ
ユ
ウ
ポ
ウ
　
　
　
　
　
　
こ
コ

　
　
　
　
　
飾
翼
肇
而
祇
二
敬
之
白
、
此
真
先
君
子
之
言
也
。
キ
思
唱
乏
、
．
孟
斡
和
レ
之
。
世
俗
雨
量
霧
羅
、
．
喜
々
然
不
知
箕
無
明
也
。
逐
受
四
三
レ
之
、
以
為
三
伸
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
モ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
　
尼
子
游
為
レ
舷
厚
二
於
後
世
魂
是
則
子
思
孟
剃
之
罪
也
。
（
萄
紆
胆
蹴
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
，
三
、
孟
子
の
墨
家
三
三
の
目
標
　
　
．
．
　
r
　
、
　
：
、
．
．
．
　
・
・

　
孟
子
の
排
難
を
加
え
た
最
も
著
し
い
対
象
は
、
楊
弓
派
と
墨
家
と
で
あ
る
。
其
の
言
に
凹
く
，
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
処
士
横
議
、
易
朱
鞘
程
之
言
霊
・
天
工
天
下
之
　
＝
呆
・
帰
・
揚
、
則
押
、
墨
。
楊
氏
為
し
我
、
是
無
・
君
也
。
墨
子
兼
愛
、
是
無
レ
父
也
、
血
｛
レ
父
無
レ
君
、
是

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ふ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
禽
獣
也
。
公
明
儀
日
、
．
歯
舞
等
肥
肉
鴨
厩
有
∴
｝
肥
馬
ハ
民
有
ご
観
色
ハ
野
有
＝
餓
孚
適
此
率
レ
獣
而
食
レ
入
歯
。
楊
墨
学
道
不
レ
息
、
孔
子
下
道
不
レ
著
。
是
邪
論
．

　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
へ

　
　
謎
レ
民
、
充
瓢
塞
仁
義
一
也
。
仁
義
充
塞
、
．
三
三
レ
獣
食
レ
人
、
‘
人
海
二
相
食
一
。
（
一
報
御
隙
）

と
。
楊
朱
の
為
我
主
義
、
墨
穫
の
兼
愛
読
が
孟
子
の
排
撃
す
る
目
標
で
あ
る
こ
と
は
、
此
の
丈
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
ρ
墨
子
の
兼
愛
論
に
対
し
て
は
、
父
を

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
い

無
み
す
惹
も
の
と
評
し
、
そ
の
為
に
仁
義
が
充
塞
せ
ら
れ
、
邪
論
に
謳
せ
ら
れ
る
と
し
、
更
に
禽
獣
之
道
で
あ
る
と
酷
評
し
、
其
の
攻
撃
の
目
標
を
明
か
に
し

て
い
る
。
三
三
の
篇
に
お
い
て
も
兼
愛
誼
を
次
の
如
く
評
し
て
い
る
。
、
「

　
　
墨
子
兼
愛
、
摩
レ
頂
放
レ
踵
、
利
二
天
下
一
為
レ
之
。
（
艦
瀞
r
3

畢
の
華
璽
馨
り
蘂
す
隆
徹
底
し
た
輩
憂
と
も
云
ケ
べ
き
も
の
で
あ
る
・
．
儒
教
に
於
て
も
愛
ば
読
ぐ
所
で
あ
る
亜
聖
読
の
如
き
無
差
梨

等
の
愛
で
は
な
く
、
本
末
軽
重
を
明
か
に
し
遠
近
親
疎
に
よ
δ
差
別
的
博
愛
で
あ
る
。
、
墨
壷
老
を
老
と
し
で
人
の
老
に
及
び
、
我
幼
を
幼
と
し
て
人
の
幼
に
及

ぶ
方
法
が
、
・
孟
子
の
説
く
仁
義
で
あ
っ
て
（
差
別
の
観
念
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
然
惹
に
兼
愛
の
思
想
か
ら
云
え
ば
馬
自
己
O
父
老
を
愛
す
る
と
同
様
に
他

入
の
父
老
を
愛
し
、
そ
こ
に
何
等
の
差
別
を
認
め
ざ
る
が
故
に
う
こ
れ
を
案
塾
す
る
に
お
い
て
は
孝
道
を
害
す
る
暴
れ
が
あ
る
。
そ
こ
に
孟
子
が
「
墨
子
兼
愛

是
無
レ
父
也
ゆ
」
と
攻
離
τ
た
理
由
が
覗
か
と
胤
る
②
で
あ
る
。
朱
子
は
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

　
　
　
　
　
儒
教
の
異
脚
綱
鵜
醐
（
市
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
（
一
欄
し
一
撃
）



　
　
　
　
　
信
州
」
大
掌
紀
要
．
第
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号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
へ
二
六
）

　
　
・
墨
子
愛
無
二
差
等
一
、
面
覗
二
其
至
親
一
、
無
レ
異
＝
衆
入
一
、
故
無
レ
父
Q
（
縣
瀞
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

と
論
明
し
う
．
．
愛
の
無
差
等
を
以
で
無
父
の
根
拠
と
し
て
い
る
が
、
孟
子
の
意
を
得
た
解
釈
で
あ
ろ
う
。
二
．

藩
華
が
墨
家
を
請
し
た
暴
は
・
芝
ハ
の
難
読
で
薯
が
・
肇
の
節
葬
論
の
内
容
は
・
、
馨
と
短
讐
の
二
者
で
あ
る
誌
蓉
嶺
て
は
弊

櫛
転
穴
等
を
簡
略
に
す
る
ζ
と
、
門
経
に
お
い
て
は
儒
教
の
三
年
喪
を
長
ぎ
に
失
ず
る
と
し
て
之
を
短
縮
す
る
こ
と
が
、
節
葬
読
ぬ
要
点
で
あ
る
。
か
エ
る
論

は
当
時
の
厚
葬
雨
蓋
の
弊
を
改
め
る
も
の
で
あ
る
と
云
う
べ
き
で
あ
る
が
、
墨
家
者
流
の
言
は
入
情
を
顧
み
す
、
た
愛
実
利
的
方
面
よ
り
の
み
潜
く
の
で
、
孟

子
ぼ
こ
れ
を
非
難
し
た
の
で
あ
ろ
ヶ
。
ド
孟
子
は
墨
家
の
思
想
を
奉
ず
る
夷
之
に
対
し
て

　
　
寡
聞
皐
夷
子
墨
者
4
．
墨
之
治
レ
喪
也
、
以
レ
薄
為
一
亜
一
道
一
也
。
岩
子
思
三
王
易
二
天
下
↓
量
以
為
レ
非
ゾ
是
、
而
不
レ
費
也
。
帯
揚
馬
子
葬
二
其
親
一
厚
、
是
以
レ
所
レ

　
　
賎
事
レ
親
也
。
露
婦
卸
鷹
）

と
述
べ
て
、
薄
葬
読
を
主
張
す
る
夷
弓
が
、
自
己
の
親
に
対
し
て
却
っ
て
厚
葬
を
行
っ
た
こ
と
を
非
難
す
る
と
共
に
、
こ
れ
が
入
筆
の
自
然
で
あ
る
こ
と
を
暗

示
し
て
い
る
。
夷
之
は
之
に
下
し
て
答
え
サ
0
柔
な
く
他
を
養
っ
て
問
題
の
中
心
を
は
っ
し
て
い
る
。
然
し
孟
子
は
之
を
逃
が
す
こ
と
な
く
、
更
に
葬
儀
の
基
づ

く
人
情
の
源
に
つ
い
て
次
の
如
ぐ
示
し
て
い
る
。
　
　
　
㌦
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
．

　
　
上
世
嘗
有
二
不
け
葬
レ
親
謡
曲
、
其
親
外
題
挙
而
委
二
之
叡
資
他
人
過
・
之
、
狐
狸
食
レ
之
、
蝿
蟻
姑
曝
レ
之
、
其
類
有
レ
汎
。
．
景
雲
不
レ
硯
、
夫
沈
重
。
’
非
二
為
レ
人

　
一
漉
↓
申
心
達
二
於
面
具
噛
蓋
帰
反
一
｝
藻
油
紙
擦
半
レ
之
。
掩
レ
之
誠
是
也
。
則
孝
子
歯
入
之
掩
二
心
親
、
亦
必
有
レ
道
突
。
蕪
垂
井
壌

儒
教
の
礼
は
輩
な
る
形
式
の
み
で
は
な
ぐ
2
又
利
不
利
の
観
念
に
基
づ
く
も
の
で
も
な
く
、
真
情
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
あ
る
つ
故
に
葬
礼
に
於
て
も
亦
真
情
、

を
嘉
し
、
我
が
親
を
葬
る
に
子
と
し
て
為
し
得
る
面
倒
の
手
を
尽
す
こ
と
は
人
情
の
自
然
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
か
玉
る
点
よ
り
孟
子
は
墨
家
の
節
真
説

を
非
難
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
　
、
＝

　
　
（
註
）
一
、
兼
相
愛
交
桐
利
之
法
、
将
＝
奈
何
一
哉
。
子
墨
子
言
、
覗
二
人
之
国
↓
、
若
レ
硯
ご
国
国
↓
硯
二
人
墨
家
ハ
若
レ
覗
二
富
家
ゆ
、
是
故
諸
侯
相
愛
、
則
不
一
｝
野
宮
幻
家
主
相
愛
、

　
　
　
　
．
三
三
三
人
與
レ
人
墾
、
則
不
頼
三
三
騨
兼
）
－

　
　
　
　
二
、
老
ご
吾
老
噛
以
及
二
人
之
老
↓
幼
一
一
昏
幼
ハ
以
及
H
一
人
之
幼
↓
天
下
可
レ
運
一
一
於
擬
勢
上
更
が
梁
悪
）

　
　
　
　
三
、
子
墨
子
制
罰
副
葬
螺
子
法
’
日
、
棺
三
寸
足
＝
以
朽
ワ
骨
、
衣
欝
血
足
二
以
朽
7
肉
、
掘
レ
地
之
深
、
下
無
一
｝
覆
漏
↓
気
無
レ
発
一
一
樹
影
上
畦
璽
足
巴
盛
期
二
其
所
一
則
止
尖
。
（
蝦
鰯
職
∀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
西
、
孟
子
の
墨
家
排
撃
の
理
由



．

㍗
孟
子
の
異
端
論
は
其
の
範
囲
広
く
、
前
群
の
如
く
覇
道
を
は
じ
め
と
し
て
、
、
告
子
払
宋
軽
・
公
孫
衛
等
に
及
ん
で
い
る
が
、
．
楊
墨
に
対
す
る
も
の
と
比
較
す

れ
ば
極
め
て
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
楊
墨
に
対
し
で
は
前
述
の
如
く
軍
な
る
排
斥
で
は
な
く
、
之
を
正
面
よ
り
攻
撃
し
て
挑
議
し
、
鏡
鋒
を
向
け
て

い
る
。
、
然
ら
ば
孟
子
は
何
が
故
に
か
ぐ
も
鋭
い
言
を
以
て
塁
家
に
攻
撃
を
加
え
た
の
で
あ
る
か
。
勿
論
前
節
に
述
べ
た
攻
撃
の
二
目
標
が
孟
子
の
思
」
想
に
反

し
舟
鼠
的
達
成
に
障
害
を
な
し
た
点
に
存
す
る
が
、
そ
の
根
祇
に
謡
い
て
は
更
に
深
い
理
由
が
存
す
る
も
の
と
替
え
ら
れ
る
。
そ
と
で
余
は
次
の
数
項
を
挙
げ

で
∵
特
に
三
子
が
墨
寡
を
三
三
し
だ
理
由
巴
な
さ
ん
乏
す
る
竜
の
で
あ
る
q
　
　
　
．
㍉
　
　
　
　
∴
．
．
．
「
，
、
・
　
　
．
．
　
‘
　
　
　
」
．
∵

　
垢
ム
悟
墨
家
の
学
に
ぼ
儒
教
殊
に
孟
子
．
の
学
論
ど
は
、
，
、
相
容
れ
ざ
る
相
違
の
存
す
る
こ
と
つ
　
ロ
“
こ
　
一
．
∵
．
、
㌧
　
r
．
ゴ
　
　
．
、
・
．
，
、
、
．

　
　
二
、
墨
家
O
学
に
ぽ
儒
教
ど
似
て
非
な
る
点
が
存
し
5
害
毒
を
流
す
と
見
た
こ
ど
⑨

　
　
三
、
．
墨
家
の
学
は
当
時
天
下
に
風
靡
．
し
、
儒
教
に
反
対
し
た
こ
と
。
　
　
・
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　　

l
、
墨
蓄
誉
華
三
三
潅
三
階
鞍
た
禰
で
、
護
の
妨
管
な
婁
を
．
；
．
」
　
～

こ
の
四
点
犀
つ
坐
て
．
以
下
細
魚
論
証
し
た
い
乏
思
う
つ
」
　
　
、
、
　
　
、
　
：
　
＼
　
：
　
　
　
．
「
，
、
　
・
、
～
・
」
　
一
、
試
　
り
．
、
．
、

　
婦
、
儒
鼠
走
撃
説
の
糎
蓮
．
∬
儒
家
と
塁
家
と
の
学
業
の
相
野
に
、
つ
い
て
は
先
に
．
そ
の
一
、
，
端
に
つ
い
て
「
ふ
れ
て
お
い
た
が
h
全
体
に
つ
い
て
見
れ
ば
次
の
…
数
項

を
挙
げ
る
こ
ど
が
で
き
る
。

㈲
壁
書
宜
み
労
馨
暫
異
仁
で
い
石
・
墨
憲
暮
学
論
で
あ
纂
愛
読
を
塗
に
当
レ
・
甕
は
秀
意
志
で
珍
て
・
天
糞
下
の
人
民
を

　
無
差
別
雫
等
に
兼
愛
す
る
が
故
に
、
人
は
天
意
を
奉
じ
て
無
差
別
に
愛
す
る
こ
と
が
、
道
で
あ
る
と
読
く
の
で
あ
る
。
然
る
に
儒
教
に
撃
て
は
人
の
道
は
入

　
σ
性
に
根
拠
す
る
も
の
で
あ
惹
ど
レ
、
腎
に
孟
子
の
仁
義
濡
燕
の
如
き
は
、
四
端
の
心
に
基
づ
ぎ
、
四
竃
0
心
－
は
入
性
に
発
す
惹
ど
し
で
、
、
詮
く
こ
と
極
め

で
詳
細
で
磐
Q
（
藩
撚
・
）
帥
ち
墨
子
は
道
の
根
源
を
直
接
天
に
馨
、
・
儒
教
馨
れ
を
（
窮
極
に
誇
い
て
は
天
に
お
．
い
て
い
る
が
）
直
蒼
に
人
性
に
蓼
、

詠
両
者
そ
の
出
発
を
異
に
し
で
い
る
“
　
ご
．
、
　
　
・
∴
　
、
、
、
　
　
　
、
　
　
「
　
　
　
　
層
　
　
　
「
　
一
　
」
ノ
ご
一
　
一
　
　
　
　
腰

⑭
屠
鉱
軍
立
量
蚤
雪
道
卸
量
翫
・
聡
慧
徳
風
喬
公
鑑
ん
巌
誉
羅
と
ぎ
に
対
し
で
、
塞
窪
ぎ
し
量
蓮
罰
し
て

熔
る
が
如
ぐ
で
あ
る
・
業
が
讐
蕃
毒
組
ど
し
た
ご
と
ば
暫
漁
鍵
芝
駐
再
摘
せ
ら
れ
・
纂
蕪
豪
認
め
で
豪
直
間
再
三
て

∴
に
奮
炉
～
湿
．
三
・
呼
旧
「
し
、
．
　
P
昌
．
・
、
・
．
、
一
．
・
㌧
．
．
＝
　
・
・
．
　
．
．
、
「
、
・
・
、
づ
㌧
、
、
．
．
層
、
．
．
曽

　
．
5
　
、
・
　
。
’
　
3
　
。
　
リ
　
ゼ
．
「
び
、
・
．
、
。
∴
。
一
・
．
…
・
・
．
6
　
軋
．
ρ
　
・
．
　
ひ
　
・
　
8
　
・
　
…
　
　
。

29

n
子
の
兼
愛
論
は
儒
教
．
の
汎
愛
読
、
、
殊
に
孟
子
の
仁
義
読
と
は
異
る
。
此
の
点
は
前
に
も
ふ
れ
た
所
で
あ
る
か
ら
省
略
す
る
が
、
た
f
墨
子
は
差
別
的
博
愛
．

∴
，
を
肚
憂
ど
称
レ
的
弓
を
鼻
で
か
る
と
レ
で
い
る
歳
を
附
加
じ
て
器
ぐ
勉
、
∵
三
．
、
．
、
．
．
　
、
　
，
．
、
・
　
・
、
　
．
、
．
∴
、
．
、
こ
、
，
　
，
　
、
．

　
　
　
　
　
儒
教
σ
異
玲
論
ハ
市
川
．
》
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
（
二
七
）



．
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六
（
二
八
）

　
な
　
　
コ
　
ぼ
　
ロ
　
ひ
　
コ
　
　
　
　
リ
　
ロ
　
の
　
ゼ
　
　
リ
　
　
り
　
　
　
　
ロ
　
ピ
　
ポ

㊥
葬
喪
に
つ
い
て
儒
墨
そ
の
主
張
を
異
に
す
る
。
薄
葬
短
喪
主
義
は
兼
愛
・
交
利
・
貴
倹
等
の
墨
家
の
．
諸
論
よ
り
直
ち
に
演
繹
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

　
儒
家
の
四
葬
久
回
読
と
は
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
～

㈱
音
楽
に
対
し
て
儒
墨
各
ζ
異
つ
允
見
解
を
持
つ
。
王
公
大
入
が
晋
楽
の
為
に
無
益
な
財
を
費
し
、
且
つ
貴
重
な
時
間
を
浪
費
す
る
は
、
富
国
の
法
に
あ
ら
す

・
と
し
て
・
墨
子
豊
楽
を
非
と
し
非
楽
篇
を
絶
て
い
る
・
之
に
対
し
襲
は
纂
を
以
て
・
天
下
を
治
め
撃
茎
と
な
し
・
六
芸
璽
部
と
し
て
之
を
尊

、
蚕
す
る
ρ
孟
子
に
此
の
点
に
ぽ
＝
言
も
ふ
れ
す
、
藍
子
に
至
づ
、
て
墨
子
の
非
楽
を
論
理
的
、
に
駄
レ
数
璽
停
例
証
を
挙
げ
て
其
の
非
を
述
べ
て
い
る
。

　
ボ
　
　
の
　
　
　
コ
ゴ
ロ
　
ロ
　
サ
　
が
　
　
コ
　
　
　
ひ
　
ひ
　
る
　
　
り
　
　
　
コ
　
ロ
　
コ

8
宿
命
説
に
お
い
て
儒
生
見
解
を
異
に
し
て
い
る
。
墨
家
は
宿
命
読
を
絶
対
的
に
否
定
し
謡
吉
凶
禍
幅
一
切
蓮
命
が
天
に
依
っ
て
定
ま
る
も
の
で
な
い
こ
と
を

信
じ
・
墨
子
は
非
霧
を
作
り
・
人
生
に
は
宿
命
は
な
く
・
監
灘
と
蕪
の
行
漣
よ
つ
て
の
集
讐
甘
口
田
楚
ま
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
・
。
儒
家

に
於
て
綴
端
な
宿
命
読
を
説
お
で
は
な
い
が
・
　
種
の
宿
命
馨
曾
・
霧
が
如
き
ば
ん
婁
尽
レ
美
言
を
待
つ
と
云
う
崖
の
宿
命
詮
蕎
い

　
て
い
る
。
　
　
　
、
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
．
、
．
・
．
・
：
、
、
」

　
以
王
の
六
項
は
儒
墨
学
読
の
主
な
る
相
違
点
で
φ
る
が
、
か
エ
る
相
違
が
当
然
柑
排
撃
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
最
大
の
陳
因
い
で
あ
っ
た
こ
ど
は
A
肯
定
せ
ら

れ
な
け
れ
ば
な
砂
准
い
。

　
パ
註
）
一
、
、
」
天
意
四
三
之
一
一
我
所
7
愛
、
兼
而
愛
レ
之
、
我
所
レ
利
評
判
利
臥
之
、
愛
レ
入
者
此
為
レ
葉
虫
。
利
レ
論
者
此
為
レ
好
望
つ
（
認
醗
が
天
）

　
　
　
　
二
、
、
〔
雷
〕
…
吾
攣
夏
之
瑛
杞
不
・
足
振
也
。
鷲
＋
二
股
之
総
有
奉
職
鶏
。
璽
＝
跡
蟄
無
難
。
馨
膝
。
（
襟
鑛
）

　
　
　
　
三
、
畢
学
課
誓
馨
管
轄
羨
墨
黒
為
跳
ハ
紮
擾
而
不
請
。
暴
轡
跡
獣
恥
。
懸
寒
露
廓
。
馨
慰
瀞
肺
ご
鎧
轟
讐

　
　
　
．
四
、
子
日
…
…
三
楽
不
凄
興
、
則
刑
罰
不
レ
中
㏄
刑
罰
不
レ
中
Y
斯
民
無
レ
所
レ
措
二
手
足
適
（
温
州
働
）

　
　
　
・
五
、
弧
徐
、
外
弥
醤
、
張
必
飽
、
不
旧
説
、
菓
ご
敢
怠
隻
鮮
㌦
）

　
　
　
⊥
ハ
・
募
非
・
命
題
。
順
＝
受
其
翼
是
故
知
・
命
、
不
・
些
乎
巖
糖
之
至
挙
其
填
而
死
者
正
命
也
。
濡
雪
死
者
、
非
詮
命
也
。
（
　
筆
、
叢
心
篇
上
）

　
霊
、
‘
儒
墨
金
説
の
似
面
面
艶
な
も
の
」
前
項
の
如
ぐ
儒
墨
σ
回
読
に
は
絹
逡
が
あ
る
も
、
又
一
面
相
似
た
る
点
が
あ
っ
て
、
然
も
非
な
る
も
の
で
あ
る
。

㈲
天
を
以
て
学
詮
の
標
準
と
す
る
ζ
と
は
儒
墨
大
体
似
た
点
で
あ
る
。
、
墨
子
は
天
を
以
て
最
・
高
の
標
準
と
し
、
天
の
意
志
を
学
説
の
基
礎
と
し
天
爵
篇
を
作
つ

　
て
い
る
。
優
脚
家
も
天
を
以
て
人
性
を
賦
艶
ハ
す
惹
も
の
と
し
、
天
を
最
高
の
実
在
と
認
め
て
い
る
。
心
墨
何
れ
も
巾
国
古
代
思
想
に
共
通
す
る
天
の
存
在
を
権
阿

じ
た
聖
岳
で
あ
る
璽
碁
見
方
に
於
で
は
相
券
差
が
あ
墨
磨
が
主
宰
的
．
超
爾
昊
覧
て
い
る
に
対
し
蜘
疑
は
輩
に
こ
れ
を
功
利
的

　
に
解
し
て
い
る
。
こ
れ
が
墨
学
が
儒
、
学
に
対
し
て
似
て
非
な
る
古
轡
の
一
．
で
あ
、
る
。

㈲
喜
々
躍
れ
も
鬼
瀞
の
．
存
在
を
認
め
て
い
る
。
、
墨
子
ぽ
明
鬼
窟
を
作
り
鬼
聯
の
種
類
や
性
質
を
明
か
に
し
て
、
’
天
鬼
・
山
水
の
鬼
紳
・
入
鬼
が
何
れ
も
多
大
の



陰

　
力
を
適
っ
て
入
類
を
賞
罰
す
み
も
の
と
し
て
炉
る
。
儒
籏
に
お
“
て
は
塊
神
を
認
め
て
も
」
祭
祀
す
る
こ
と
が
重
要
観
せ
ら
れ
そ
の
、
対
象
と
な
る
の
み
で
、

　
墨
家
ρ
如
く
鬼
神
に
よ
っ
て
當
毬
割
の
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
言
せ
す
、
「
祭
爬
の
本
義
は
報
本
反
始
に
あ
る
乏
七
て
い
る
。

㊥
戦
争
政
伐
を
非
と
す
る
点
儒
墨
共
に
似
て
「
い
る
。
「
墨
子
億
非
業
篇
を
署
七
て
攻
伐
を
非
と
し
、
職
争
は
人
畜
を
害
し
国
庫
を
窮
乏
に
し
、
入
民
を
悲
惨
に
陥

　
ち
し
む
る
も
め
で
あ
る
と
し
之
を
排
斥
し
て
い
る
。
儒
教
に
於
て
も
熊
鼠
を
非
と
し
、
殊
に
孟
子
は
雫
和
論
者
で
、
非
．
職
事
を
主
張
し
た
こ
と
は
、
覇
道
を

・、

p
排
撃
七
た
点
か
ら
藩
邸
す
み
t
と
が
で
き
る
つ
撚
る
暴
露
の
動
機
に
於
て
は
両
者
岡
一
で
は
な
く
、
「
墨
家
は
主
と
し
て
功
利
的
な
立
場
よ
り
論
き
、
孟
子
は

　
仁
義
の
為
ハ
道
義
の
為
に
論
き
、
其
の
間
の
相
興
は
玉
笹
者
流
の
手
軽
と
孟
子
と
の
問
答
は
よ
く
と
れ
を
示
し
て
い
る
。
（
煮
子
、
告
子
堂
下
）

⇔
積
極
的
次
天
下
を
救
済
港
ん
と
す
る
立
場
鳳
襟
留
相
似
凌
所
で
あ
る
。
孔
子
博
墨
子
何
れ
も
天
下
の
混
乱
を
救
号
せ
ん
と
七
て
省
国
諸
善
嬉
し
、
「
孔
席
暖

　
ま
ら
す
へ
墨
突
黙
ま
ら
す
」
と
の
語
は
、
よ
く
こ
の
間
の
浩
蕩
を
示
し
て
い
る
。
然
る
に
塁
家
は
軍
に
物
質
的
に
富
国
自
利
を
目
的
と
し
、
儒
家
は
締
袖
納

厄
に
修
己
治
人
の
下
に
ハ
王
道
楽
土
の
建
設
を
理
想
と
し
、
両
者
の
救
済
の
理
態
は
伺
一
で
は
な
い
。
，
　
　
　
」
「
　
　
・
　
・

㈱
心
墨
共
艇
愛
を
読
く
点
は
洪
疋
相
似
た
所
で
あ
る
。
墨
子
は
兼
愛
を
読
・
き
無
罪
は
汎
愛
を
古
く
が
、
其
の
方
法
の
異
る
之
宏
先
述
の
如
く
で
あ
為
。

　
以
上
は
墨
家
の
論
が
儒
教
、
φ
読
に
似
て
非
激
る
主
な
る
点
に
つ
い
て
列
挙
し
た
の
で
あ
み
が
、
似
て
非
な
る
も
の
は
h
外
見
に
お
巫
て
は
殆
ん
ど
区
別
を
晃

出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
て
、
乙
見
事
一
の
如
く
見
え
る
為
に
惑
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
孟
子
は
其
の
弊
害
を
恐
れ
て
、
其
の
点
を
明
か
に
し
、
極
力
之

を
排
撃
七
だ
の
で
あ
る
。
層
、
・
・
」
　
「
　
．
　
　
＼
　
　
　
　
．
　
　
　
、
・
・
　
．
　
，
　
「
　
　
　
．
　
　
　
　
、
、
．
　
　
．
．
一
　
、
　
岬

　
　
（
誰
）
、
∵
一
、
天
降
…
一
下
民
ハ
作
一
一
之
鱈
一
作
二
之
師
4
惟
日
三
其
助
一
一
卜
山
帝
℃
（
鰍
費
鯉
課
）

　
　
　
　
三
、
豊
天
意
論
外
卸
不
レ
順
蔭
夷
｛
製
、
壽
墾
、
蘇
称
、
簿
蟄
。
塑
懲
轟
、
跡
懲
．
蘇
鞭
∴
簿
躰
。
（
辮
握
）
、
」
・
．
二
・

　
欝
、
．
墨
学
の
隆
盛
・
．
r
墨
家
の
学
が
当
時
天
下
を
風
靡
し
た
こ
と
は
、
次
の
諸
点
か
ら
知
ら
れ
る
。

㈲
瀞
壁
上
善
管
　
墨
家
σ
学
は
儘
教
と
併
称
せ
ら
れ
で
・
儒
教
ど
忌
ん
で
当
時
盛
で
あ
っ
た
し
ど
を
知
尉
こ
ど
が
出
来
叡
．
亮
づ
墨
子
ぬ
学
が
天
下
に
風
勢
レ
た

　
こ
と
を
最
初
に
述
べ
た
σ
は
孟
子
で
あ
っ
て
、
「
揚
墨
二
言
勲
呂
天
下
」
と
称
し
、
或
は
「
逃
レ
叢
必
帰
一
…
於
栃
一
、
逃
レ
楊
必
帰
一
…
薪
能
一
」
　
と
云
い
、
　
楊
．

　
墨
・
儒
を
鳳
て
天
下
を
三
分
ぜ
る
も
の
x
如
く
述
べ
て
い
る
。
濡
・
墨
が
当
時
の
顯
学
で
あ
っ
た
事
は
、
諸
書
に
散
見
す
る
所
で
あ
る
。
筍
子
に

　
　
轡
人
『
之
於
礼
儀
｝
、
．
則
両
罰
得
之
ρ
　
ゆ
一
H
一
之
於
情
性
一
、
則
両
二
黒
於
野
馳
夷
。
故
儒
者
将
レ
使
二
人
両
得
之
一
也
。
墨
者
将
レ
使
二
両
喪
一
者
也
。
是
儒
墨

、
ご
、
之
分
也
9
愈
認
ど
、
．
　
　
　
，
、
、
　
、
「
．
，
　
、
．
．
ゑ
レ
、
，
ン
、
．
砦
、
　
．
．
　
－
・
二
・
！
　
恐
＼
．
．
．
．
～

　
と
述
べ
て
、
、
儒
・
墨
を
対
挙
し
、
，
更
に
韓
非
子
は
儒
賦
墨
を
以
て
顯
学
で
み
る
ζ
と
を
、
次
の
如
く
明
言
し
て
．
い
る
。

　
　
　
　
　
儒
教
α
異
端
論
（
市
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
（
二
九
）

辱



　
　
　
　
　
焦
…
州
　
大
　
学
漏
紀
　
要
　
　
．
第
　
　
一
　
n
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
（
一
一
一
〇
）

．
雷
憲
驚
鴛
墜
所
蚕
、
三
三
．
墨
務
至
、
羅
也
軌
（
難
と
、
、

　
孔
・
墨
の
難
挙
ぽ
文
献
的
に
多
く
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
左
に
呂
氏
春
秋
と
潅
南
子
の
例
＝
一
を
挙
げ
て
他
は
省
略
す
る
。

　
　
．
必
墨
三
三
風
彌
衆
、
弟
子
三
豊
臥
発
瀞
三
下
ひ
（
鰯
紙
購
秋
）
　
．
　
㌧
．
、
」
　
，
：
．
．
．
　
．
：
・
．
．
．
「
　
　
．
　
、
．
．
．
　
、
　
」
．
　
、
、
－
、
一
．
＼
．

　
　
・
四
壁
之
後
学
㌦
、
顯
二
栄
於
三
下
一
着
衆
望
。
取
㌦
可
∴
一
勝
三
田
二
二
締
秋
）
．
　
・
、
．
一
・
．
、
㌍
、
、
、
、
　
．
㍉
，
一
、
一
　
・
、
一
・
㍗
　
　
・
・

、
－
奮
墨
毎
，
無
壽
為
レ
君
㍉
無
レ
籍
弓
長
三
三
）
・
、
、
．
、
：
「
、
一
「
　
r
．
，
・
．
、
．
．
・
・
．
一
、
、
．
・
、
・
　
・
．

鯨
墨
争
ゆ
面
再
．
抑
ダ
其
の
学
の
流
行
を
示
す
も
㊨
は
ハ
、
．
一
に
其
の
教
学
を
芸
能
る
夢
モ
の
有
無
に
み
惹
。
孔
子
ば
弟
子
三
千
人
ど
称
言
ら
船
、
如
実
に
其
の

　
箏
り
の
降
騰
皿
を
示
．
レ
て
い
番
。
．
．
．
　
、
．
　
　
、
　
ぞ
∴
・
．
．
一
．
、
・
　
　
　
　
　
「
．

　
　
　
子
墨
子
日
、
公
儀
子
書
意
“
不
レ
過
レ
獄
レ
殺
レ
臣
、
鑛
漠
｝
…
能
守
一
沙
可
μ
政
池
ρ
三
飯
験
算
子
檎
滑
董
等
三
論
入
E
持
二
等
守
欄
祭
器
鴎
、
窪
田
宋
城
上
一
、

　
　
倫
待
二
楚
逡
　
。
（
墨
子
，
公
輸
篇
）
、
．
「
・
、
∵
～
、
揖
　
　
・
」
　
　
漕
、
、

「
．
之
の
丈
に
よ
れ
嫁
、
墨
子
の
門
弟
は
宋
の
み
に
三
百
入
が
活
動
し
た
事
が
知
ら
れ
る
。
か
く
の
如
く
墨
子
の
弟
子
は
各
地
に
遊
霊
山
、
姓
名
の
今
日
に
町
回

　
実
ち
れ
謂
て
“
る
者
で
も
・
五
の
十
数
名
が
あ
齢
。
　
　
↑
　
．
、
〆
・
、
ビ
　
”
、
　
　
、
＝
」
．
　
　
‘
㌧
　
．
　
　
一
F
．
　
．
　
　
∴
　
　
弓
、
旨
一

　
汎
禽
滑
麓
ハ
融
欄
紀
）
ス
職
史
都
）
　
（
列
子
、
楊
朱
鷺
）
一
（
難
瓢
置
潮
附
劇
y
㌃
耕
丁
子
轟
醒
簿
）
　
高
石
子
（
縫
二
三
〉
　
訟
街
過
（
鰹
断
簿
）
　
彰
軽
生
子
（
羅
彫
鯉
）

、
「
．
漕
公
子
（
癬
町
回
）
～
．
燧
紳
（
墨
子
、
穂
書
籍
）
　
罹
整
（
上
童
ン
，
欺
鼻
（
蝿
海
士
Y
～
高
孫
子
（
照
黙
）
　
弦
唐
子
（
響
解
Y
麗
麗
子
（
譲
野
心
▽
　
胡
非
子
（
勲
繍
ボ
）

塁
雷
序
墨
子
墨
書
空
董
接
交
娑
持
つ
突
惣
、
相
当
の
黒
髪
っ
て
均
患
わ
れ
・
が
、
筆
癖
ハ
の
名
の
存
す
る
主
な
る
も
の
装

の
数
回
あ
ゑ
．
∴
∴
㍉
　
・
．
∴
．
　
　
ご
．
「
・
．
，
．
「
・
、
．
、
　
さ
・
　
一
　
　
．
「
、
．
ド
、
∵
、
　
」

一
魯
嬰
君
（
墨
子
、
魯
問
篇
「
耕
潭
鮪
）
公
輸
般
（
欝
欝
（
蜘
黙
止
）
（
稽
攣
（
難
。
）
三
輿
慮
（
鷹
町
鮒
Y
．
・
穆
賀
（
灘
）
、
二
公
良
翠
（
響
靭

，
鳶
義
鐙
・
享
（
螺
鑑
一
蕃
轟
輩
．
「
－
．
」
「
「
・
～
．
…
」
「
．
い

◎
墨
子
の
門
流
．
．
天
下
の
顯
学
究
↓
て
墨
家
の
学
慮
墨
子
の
死
後
に
於
て
竜
、
其
の
門
流
が
勢
力
を
張
り
世
一
に
風
靡
し
た
こ
と
は
、
前
当
直
門
弟
子
の
活
動
か

　
ら
も
想
像
せ
ら
る
去
・
所
で
あ
添
コ
韓
非
子
に
は
、

　
、
＼
．
自
二
墨
子
死
一
也
ふ
旧
怨
相
三
儀
三
三
『
．
有
甑
桓
夫
氏
之
墨
っ
有
藪
野
陵
氏
之
墨
只
勲
轄
箭
）

　
と
述
べ
．
、
・
周
末
の
韓
非
時
代
に
は
三
里
氏
・
相
罪
源
↓
郵
陵
氏
の
三
塁
が
存
し
些
事
を
示
も
て
、
い
る
沖
荘
子
に
も

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
㌔
三
里
勤
之
弟
子
、
蓋
侯
之
徒
、
南
方
之
墨
者
。
漁
獲
己
歯
郵
陵
子
之
属
ハ
倶
説
H
一
墨
壷
ハ
而
倍
譜
不
当
同
、
相
＝
謂
別
集
忍
㍊
粒
幣
）
．
「
、
距

●



　
と
畢
子
の
門
流
を
記
し
て
い
る
。
、
此
の
文
は
古
来
異
読
が
あ
っ
て
曖
昧
で
あ
る
が
、
韓
非
の
交
と
参
照
す
、
れ
ば
判
明
す
る
点
が
あ
る
。
相
器
勤
は
相
里
氏
の

　
墨
で
あ
り
、
・
郵
陵
が
獅
華
氏
の
墨
で
あ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
相
塁
氏
は
南
方
の
墨
者
で
あ
り
、
．
鄭
陵
氏
は
苦
獲
己
．
歯
と
共
に
別
墨
と
称
せ
ら
れ
、
北
方

　．

D
の
墨
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
稔
呂
氏
春
秋
に
墨
者
と
見
る
べ
ぎ
も
の
に
孟
勝
・
田
妻
子
・
徐
弱
・
腹
謬
・
謝
子
・
唐
画
・
凪
鳩
の
七
子
が
見
ら
れ
ろ
。
孟
勝

「．

ﾌ
死
に
際
し
て
は
、
之
に
殉
死
す
る
弟
子
百
八
十
三
人
存
在
し
た
事
が
上
徳
篇
に
見
え
て
い
る
。
徐
弱
は
墨
壷
の
弟
子
で
あ
軌
、
．
田
嚢
子
ど
詳
論
と
は
三
子

、
≧
努
、
後
革
嚢
奇
童
で
、
秦
の
塁
塞
過
信
せ
ら
れ
特
殊
な
待
遇
を
受
け
た
。
譲
畷
）
弟
子
は
東
方
の
墨
者
と
と
、
、
庸
姑
果
は
糞
力
の
墨
者

、
と
し
て
秦
に
仕
え
、
東
西
対
峙
し
た
。
（
朗
叡
謬
論
）
田
鼻
毛
亦
秦
に
往
ぎ
更
に
楚
に
仕
え
て
僑
任
せ
ら
れ
た
。
（
鵜
甑
一
斗
）

　
以
上
は
墨
学
の
隆
盛
に
つ
い
て
そ
の
大
略
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
儒
家
に
ど
つ
て
は
一
大
敵
国
の
観
が
あ
っ
た
と
ど
は
想
像
に
難
ぐ
な
い
。
そ
こ
で
孟
子
が

．
儒
家
の
興
隆
を
図
妙
孔
子
の
道
を
著
す
為
に
は
、
・
当
然
之
を
攻
撃
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
．
殊
に
孟
子
σ
性
格
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
到
底
黙
隠
す
る

と
と
は
許
さ
な
か
つ
元
で
あ
ろ
う
。
故
に
孟
子
は
口
を
極
め
て
「
楊
墨
の
言
正
患
ざ
れ
ぼ
孔
子
の
道
著
れ
す
」
と
唱
え
て
攻
撃
し
た
σ
で
あ
．
る
。

　
購
、
、
．
暴
函
耳
門
流
砂
の
地
．
　
・
墨
子
の
学
が
何
れ
の
地
一
方
に
多
く
行
わ
れ
た
か
を
見
る
に
は
、
黒
　
ゆ
子
の
ボ
生
国
と
、
墨
子
の
遊
一
説
地
と
．
が
中
心
と
な
惹
．
も
　
の
．
と
考

え
、
以
下
此
め
二
点
に
つ
恥
て
考
察
を
進
め
る
。
　
　
　
　
－
．
．
　
　
．
　
　
　
　
　
，
「
．
．
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
，
　
・
．

ω
墨
子
の
生
国
。
唐
の
壁
書
は
筍
子
修
身
篇
の
沈
に
お
い
て
、
墨
雀
は
鳥
人
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
楊
僚
の
読
は
史
記
孟
荷
列
伝
に
憂
璽
重
患
之
大

　
夫
、
．
善
＝
守
三
一
為
一
」
節
事
州
ト
と
あ
る
に
拠
つ
疫
も
の
と
老
え
ら
れ
る
。
・
墨
雀
が
宋
の
大
夫
で
あ
っ
た
と
云
う
記
事
ば
墨
子
の
書
に
は
見
え
な
い
が
、
ン
一
、
歩
を

　
譲
つ
イ
、
宋
の
大
夫
で
あ
っ
潅
と
認
め
て
も
、
果
し
て
響
胴
で
診
る
ど
ば
断
定
で
き
な
い
。
又
宋
の
為
に
楚
の
攻
伐
を
中
止
せ
し
め
だ
記
事
（
墨
．
子
、
公
輸
般
篇
）
，
が
あ
る
と

　
し
て
も
、
、
直
ち
に
朱
人
と
確
定
す
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。
．
，
何
と
な
れ
ば
彼
ば
非
戦
論
者
．
で
あ
る
が
故
に
、
こ
O
事
は
膿
め
み
に
限
っ
た
ご
と
で
は
な
ぐ
、

　
祥
忌
攻
め
ん
と
し
た
斉
に
対
し
て
も
と
っ
た
方
法
で
あ
番
か
ら
で
あ
る
。
（
墨
子
、
魯
闘
席
）
、
こ
れ
ち
の
考
察
か
ら
塁
罷
が
宮
人
で
診
る
と
酋
ケ
確
証
は
得
ら
れ
ぬ
の
で

　
あ
る
。
然
ち
ば
何
れ
の
国
の
、
人
か
。
禺
氏
春
秋
に
よ
れ
ば
、
墨
子
が
楚
に
行
き
戦
争
を
中
止
せ
し
め
ん
と
し
た
時
〉
彼
ば
魯
か
卵
紅
発
し
て
お
堅
、
叉
墨
子

　
愚
問
篇
に
は
越
が
墨
子
を
探
用
せ
ん
と
じ
た
時
「
迎
二
子
墨
子
於
魯
’
」
、
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
等
の
記
事
が
ら
推
察
す
る
に
Y
、
彼
は
邊
設
に
出
惹
以
外
ぽ
魯

＼
に
居
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
D
之
の
点
よ
の
潜
察
し
て
蓋
し
墨
整
は
魯
人
な
ち
ん
と
考
え
ら
れ
る
。
蜜
語
譲
も
魯
人
と
推
定
し
て
　
．
　
、
、
．
．
」
，
．
．
∵
：

　
　
、
．
二
巴
蓋
因
三
墨
子
為
欺
宋
大
夫
一
、
途
以
為
＝
県
勢
へ
以
｝
本
書
一
転
匠
之
、
「
似
レ
当
下
以
・
・
魯
人
’
為
上
レ
是
℃
（
羅
蔚
Y
　
＼
　
、
．
．
．
旨
∴
　
．
、
・
、
、
・

・
と
述
べ
て
、
い
る
。
、
墨
子
は
魯
に
生
れ
一
度
ぱ
儒
教
を
学
び
、
後
に
ぽ
↓
家
．
σ
学
を
立
て
、
魯
郷
を
中
心
ど
し
て
活
動
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
墨
子
は
魯
に
准

　
づ
．
て
億
魯
君
の
聞
を
受
け
、
或
は
魯
を
守
る
為
に
斉
の
項
子
牛
に
読
き
弟
子
の
勝
緯
を
斉
に
慣
し
、
或
は
魯
の
南
鄙
に
空
言
を
訪
問
し
た
事
も
あ
る
。
又
呂

　
　
　
　
　
儒
…
教
．
の
「
異
．
論
（
市
川
）
．
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
（
三
富
、
）

四

O



　
　
　
　
　
信
州
大
学
紀
要
　
第
　
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
（
三
二
）

　
氏
春
秋
に

　
　
　
三
三
公
使
三
宰
譲
三
一
郊
廟
之
礼
於
天
子
つ
桓
王
使
＝
史
学
往
つ
恵
公
止
レ
之
ρ
其
後
套
一
紫
野
ゆ
墨
子
学
ヒ
焉
。
（
呂
氏
三
秋
手
染
篇
）

　
と
あ
る
が
、
此
の
文
は
墨
学
の
源
流
を
知
る
一
資
料
と
も
な
リ
ハ
又
彼
が
魯
に
在
っ
た
事
を
示
す
と
共
に
、
彼
を
魯
人
と
す
る
傍
証
と
も
な
る
。

向
墨
子
の
再
論
地
　
「
温
突
黙
ま
ら
す
」
と
云
わ
る
蛤
如
く
、
墨
餐
は
各
国
を
遊
撫
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
♪
現
存
の
女
献
に
よ
っ
て
知
り
得
る
所
は
斉
・
宋
・

　
衛
・
楚
の
数
国
に
過
ぎ
な
い
。
墨
子
と
斉
と
の
関
係
に
お
い
て
は
「
．
職
争
中
止
の
為
に
行
き
、
或
は
門
人
勝
事
を
造
わ
し
た
事
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
次
に

　
宋
に
つ
い
て
は
典
記
に
宋
大
夫
と
し
、
漢
志
も
こ
の
読
を
襲
ぎ
、
鄭
樵
の
通
志
芸
文
略
・
晃
公
武
の
郡
斎
読
書
志
・
陳
早
筆
の
潔
斎
聖
断
解
題
等
々
皮
革
読

　
を
踏
襲
し
て
い
る
コ
之
等
の
読
の
如
く
彼
が
宋
の
大
夫
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
兎
に
角
宋
と
は
深
い
鴎
係
が
あ
っ
て
、
弟
子
の
曹
公
子
を
逡
わ
し
た

　
リ
ハ
叉
禽
滑
贅
等
三
百
入
が
居
っ
た
り
し
た
の
で
あ
る
。
衛
に
つ
い
て
は
「
子
墨
子
爾
遊
使
レ
衛
」
の
語
が
墨
子
貴
義
篇
に
見
え
て
い
る
が
、
衛
に
行
っ
て

　
は
、
良
聖
子
に
自
重
を
主
張
し
て
い
る
。
楚
に
つ
い
て
は
彼
と
の
関
係
は
深
く
」
職
の
中
止
の
為
に
赴
ぎ
、
或
は
楚
の
献
恵
王
に
見
え
た
專
も
あ
る
。
以
上

　
は
墨
子
が
自
ら
遊
設
し
た
足
跡
の
大
略
で
あ
る
が
、
そ
の
範
囲
は
魯
を
申
心
と
し
斉
・
宋
・
衛
・
楚
の
範
囲
で
、
燕
・
趙
・
韓
・
秦
等
へ
は
赴
い
．
て
一
い
な

　
い
。
・
孫
甑
塑
談
も
墨
子
遊
論
…
、
の
地
を

　
　
　
蓋
生
二
於
於
魯
哨
而
仕
レ
宋
其
手
生
足
跡
所
レ
及
、
業
界
北
之
レ
斉
、
西
使
レ
衛
叉
屡
遊
レ
熱
、
前
脚
レ
郭
後
客
＝
魯
陽
一
、
後
欲
・
適
レ
越
而
未
レ
果
。
（
墨
子
闇
詣
後
語
羅
子
伝
略
）

　
と
蓮
べ
、
、
魯
済
宋
衛
楚
を
認
め
て
い
る
。
然
し
之
等
の
国
に
彼
が
何
時
頃
行
き
、
如
何
程
の
期
闘
滞
在
し
た
か
明
確
で
な
い
。
・
墨
峯
の
こ
れ
等
の
足
跡
と
孟

　
子
の
足
跡
と
比
較
す
れ
ば
、
多
少
の
出
入
が
あ
る
が
略
ζ
魯
を
中
心
と
し
て
其
の
附
近
に
及
ん
で
い
る
ご
と
は
、
ぼ
野
一
致
し
て
い
る
。
嚴
密
に
云
え
ば
墨

　
子
の
足
回
は
孟
子
よ
り
広
く
、
孟
子
は
楚
衛
に
行
か
す
沸
斉
魏
を
主
と
し
て
家
畜
を
従
と
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
・

　
孟
子
の
豊
代
に
は
既
に
墨
子
が
理
し
其
の
門
流
が
四
散
し
て
、
東
西
南
北
諸
国
に
錯
読
を
主
張
し
天
下
に
風
靡
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
其
の
為
に
孟
予

が
儒
道
を
読
く
に
は
障
害
と
な
り
、
．
且
つ
天
下
が
墨
学
に
蝸
さ
れ
る
と
孟
子
は
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
又
一
面
孟
子
も
当
時
の
愛
読
の
士
で
あ
る
が
故
に
他
の

・
罫
書
の
士
匙
同
様
に
ハ
自
費
の
採
用
を
望
み
嘗
己
の
出
世
を
目
的
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
」
自
論
が
採
用
さ
れ
る
為
に
は
他
の
学
読
を
非
難
し
攻
撃
し
て
、
自
論
の

長
所
を
論
く
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
X
に
お
い
て
孟
子
竜
亦
、
．
儒
学
の
振
興
を
図
る
と
云
う
目
的
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
己
の
出
世
を
図
る
為
に
も
当
時

最
も
勢
力
の
あ
っ
た
墨
髭
を
排
附
す
る
こ
と
は
是
非
必
要
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
こ
の
点
か
ら
も
排
撃
の
理
由
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
．

五
、
．
孟
子
の
墨
家
排
撃
に
、
対
す
る
批
判



　
孟
子
が
墨
家
を
排
撃
し
た
理
由
は
大
略
前
節
に
於
て
論
い
た
四
項
と
思
わ
れ
る
が
、
・
彼
は
其
の
理
由
か
ら
楊
朱
と
併
せ
て
墨
家
に
対
し
痛
烈
な
排
撃
を
加
え

た
ご
と
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
其
の
排
撃
の
対
象
は
主
と
し
て
学
読
の
相
違
で
あ
っ
て
、
殊
に
兼
愛
読
と
節
葬
読
と
は
実
に
そ
の
二
大
目
標
で
あ
る
。
儒
墨

学
読
の
相
遠
は
決
し
て
此
」
の
両
者
に
と
聖
ま
る
の
で
は
な
い
が
、
孟
子
は
之
以
外
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
然
ら
ば
孟
子
の
此
の
二
読
に
対
す
る
排
撃
批
評
が
果

．
し
て
当
を
得
た
る
竜
の
で
あ
る
か
、
と
の
・
点
を
最
後
に
論
じ
て
結
論
と
し
た
い
。
・

　
「
組
織
説
緯
墾
す
る
鉾
撃
の
號
判
。
孟
子
は
「
兼
愛
読
に
対
し
て
「
墨
氏
兼
愛
是
無
レ
畜
殺
」
と
攻
書
し
て
い
る
が
、
「
無
無
し
と
称
す
る
理
由
は
、
朱
子
が

「
愛
無
－
差
等
」
と
葺
く
が
如
く
、
無
差
別
的
博
愛
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
更
に
孟
子
は
「
無
常
」
を
以
て
「
是
禽
獣
之
道
也
」
と
酷
評
し

て
盛
る
ゆ
、
一
禽
鰍
回
道
と
称
ず
る
理
由
ぽ
、
無
差
別
的
証
で
あ
る
兼
愛
読
は
悪
書
等
で
あ
っ
て
、
我
が
父
も
他
人
の
父
も
同
檬
と
な
す
の
で
、
孝
道
を
無
硯
し
た

も
・
の
・
で
あ
る
ど
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
我
が
父
を
特
に
我
が
父
と
し
て
特
別
に
敬
愛
す
る
と
と
を
無
潔
し
た
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
兼
愛
詮
は
「
祖
父
」

で
あ
り
「
禽
獣
之
遣
」
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
墨
子
は
決
し
て
孝
道
を
無
視
し
、
父
を
無
み
す
る
意
志
は
な
く
、
却
っ
て
父
を
愛
し
保
護
す
る

．
為
に
兼
愛
読
を
主
張
し
た
の
で
あ
δ
う
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
、
次
の
・
文
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
…
兼
相
愛
交
書
利
之
法
、
将
奈
何
哉
。
子
墨
子
日
、
睨
二
人
立
国
’
若
レ
硯
一
｝
瓢
箪
↓
硯
二
人
寺
家
一
若
レ
覗
＝
藁
家
↓
．
覗
；
人
無
極
一
若
㍗
睨
＝
其
身
鱒
是
故
諸
侯
相
愛

～
則
不
二
野
羊
へ
家
主
網
愛
則
不
二
骨
董
ゆ
人
影
レ
人
相
愛
則
不
二
相
賊
つ
君
臣
相
愛
則
恵
忠
、
父
子
相
愛
則
慈
孝
、
兄
弟
相
愛
則
和
調
、
天
下
之
入
門
相
愛
彊

　
．
回
し
執
ゼ
弱
、
衆
不
レ
劫
レ
寡
、
富
不
レ
侮
レ
貧
、
貴
不
レ
数
レ
賎
。
（
墨
ζ
兼
愛
篇
申
）

．
此
の
文
に
よ
れ
ば
、
一
兼
愛
と
は
自
己
と
共
に
他
人
を
愛
し
て
、
．
手
和
を
維
持
し
、
父
子
相
愛
し
て
慈
孝
の
徳
を
維
持
し
、
－
兄
弟
網
愛
し
で
和
調
す
る
こ
と
が
知

ら
船
る
。
此
の
文
中
に
は
決
し
て
父
を
無
み
し
孝
を
無
面
す
る
意
味
は
な
い
。
一
般
に
人
間
は
利
己
的
傾
向
が
強
く
、
そ
の
甚
だ
し
き
に
至
っ
て
健
父
を
等
し

君
を
殺
す
惹
不
孝
不
義
．
の
者
と
な
る
。
戦
国
時
代
に
は
か
玉
る
徒
が
続
出
し
て
、
世
は
実
に
不
安
の
状
態
で
あ
っ
た
。
故
に
墨
子
は
と
の
弊
を
救
済
せ
ん
が

為
に
、
〔
父
子
・
君
臣
『
兄
弟
・
・
各
人
の
相
愛
を
暑
い
て
人
類
全
体
の
雫
和
を
求
め
た
の
で
あ
る
ゆ
故
に
更
に
臼
く
、

　
・
乱
何
等
起
。
起
ゼ
不
二
相
愛
つ
臣
子
之
不
＝
孝
君
父
ハ
所
謂
乱
也
。
子
自
愛
不
早
雪
’
父
、
曲
調
り
父
而
自
利
、
弟
求
愛
不
レ
愛
レ
兄
、
故
蔚
レ
兄
而
自
利
。
臣
自

　
　
愛
不
レ
愛
レ
君
、
故
庸
三
面
自
利
、
此
所
謂
乱
也
。
愈
罫
兼
）
．

．
と
軌
薗
家
肚
会
の
乱
れ
る
ぱ
、
実
紅
人
々
相
愛
せ
ぎ
巻
所
に
生
す
る
も
の
で
あ
り
隔
不
孝
不
義
は
実
に
そ
の
蓑
現
で
あ
る
と
し
て
．
い
る
。
故
に
墨
子
は
父
を
無

み
す
る
為
に
兼
愛
を
設
い
．
た
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
親
を
愛
す
る
が
故
に
兼
愛
を
読
い
た
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
次
の
文
は
克
く
と
の
点
を
明
か

に
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
一
三
．
教
の
異
端
．
論
（
市
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
（
三
三
）



信
「
州
大
学
〔
紀
．
要
　

第

”
プ

、

rt．，

四

v

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
我
先
従
三
事
乎
愛
＝
利
人
之
親
ハ
然
後
人
報
レ
我
、
以
愛
一
｝
利
至
親
”
乎
。
意
我
先
従
三
面
乎
悪
…
…
賊
人
之
親
噛
然
後
報
レ
我
、
苛
立
一
一
劇
毒
親
一
乎
。
即
必
三
三

じ　

R
　
じ
　
　
へ
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
あ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
ロ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
も

　
．
従
　
三
三
愛
日
利
人
之
親
一
然
後
人
報
レ
我
、
以
愛
一
｝
利
回
親
一
也
。
〈
選
篇
下
柴
）
・
・

此
、
の
文
に
依
れ
ば
、
墨
子
の
兼
愛
は
純
緯
な
渡
我
的
愛
で
は
な
く
し
て
、
．
巨
利
的
愛
他
で
あ
る
乃
：
故
に
決
し
て
驚
愕
の
親
を
捨
て
、
、
他
人
の
親
を
愛
す
る
の
で
　

は
な
く
ふ
却
っ
て
自
己
の
親
が
他
入
よ
・
り
愛
を
ら
る
邸
こ
と
を
欲
す
る
が
為
に
他
人
の
親
を
愛
す
る
こ
と
x
な
る
。
即
ち
他
人
を
愛
す
る
動
機
は
実
に
自
己
の

親
を
愛
す
る
所
に
発
す
る
の
で
訪
る
◎
か
ぐ
見
れ
ば
兼
愛
説
は
無
界
と
は
反
対
に
ざ
実
に
親
を
奪
重
し
孝
道
を
振
興
す
る
詮
で
あ
る
之
云
わ
ね
ば
な
ち
ぬ
』
併
」

し
兼
愛
論
を
道
徳
的
に
批
難
ナ
る
な
牡
ぱ
、
・
か
・
き
る
動
機
に
癸
す
る
愛
は
、
・
報
酬
報
恩
を
予
想
し
た
愛
で
あ
る
が
故
に
、
そ
こ
に
難
点
が
存
し
、
功
利
的
利
益

主
義
に
陥
る
も
の
と
な
る
、
。
・
之
を
逆
読
す
る
な
ら
ば
他
入
よ
り
の
愛
利
が
無
け
れ
ば
他
入
を
愛
利
す
．
る
こ
と
は
無
益
で
あ
る
〉
と
云
づ
結
論
と
な
み
。
か
蕊
為

自
利
的
観
念
か
ら
生
じ
た
兼
愛
読
で
あ
る
な
ら
ば
、
・
自
己
の
親
を
捨
て
、
・
他
人
の
親
を
愛
す
る
が
如
き
矛
盾
は
万
あ
る
べ
き
で
は
な
い
ゆ
此
の
点
か
ち
考
察
す
・

れ
ば
孟
子
の
攻
撃
は
餐
当
ぜ
ざ
る
的
外
れ
め
感
が
す
る
め
で
あ
る
障
然
し
墨
子
の
末
流
に
至
っ
て
は
、
∵
其
の
学
の
一
部
分
σ
み
を
承
け
」
或
億
そ
の
落
雷
に
の
「

み
拘
泥
し
て
真
意
を
失
．
い
茅
途
に
愛
他
0
極
端
に
馳
せ
、
其
の
所
詮
が
或
ば
世
に
審
毒
を
流
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
之
に
対
し
て
孟
子
が
攻
撃
し
た
の
も
巳

む
を
得
な
い
所
で
あ
る
σ
果
し
て
孟
子
の
攻
撃
が
軍
に
墨
家
末
流
㊨
弊
を
救
済
せ
ん
と
す
る
為
の
恣
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
許
す
べ
き
点
も
存
す
る
が
、
若
七
兼

愛
論
を
全
面
的
に
攻
平
す
る
に
側
て
は
．
鼠
己
の
勢
力
を
拡
張
す
る
為
の
手
般
と
し
て
非
難
攻
撃
し
た
も
の
で
あ
る
と
評
せ
ら
れ
て
も
亦
已
む
を
得
な
跡
の
で
、

あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
と
云
・
つ
て
・
兼
愛
読
が
完
全
な
も
の
で
あ
る
と
も
云
わ
れ
な
い
。
墨
子
が
乱
を
悪
み
雫
和
を
維
持
ぜ
ん
が
為
に
兼
愛
を
論
い
た
の
は
、
誠
に

多
と
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
．
之
が
利
己
的
思
想
に
基
づ
く
点
は
倫
理
学
的
に
見
て
非
難
を
興
れ
な
い
所
で
あ
っ
て
、
表
面
キ
リ
ス
ト
教
の
翼
壁
愛
の
如
く
見
え

て
、
を
の
内
容
は
キ
リ
ス
ト
教
の
純
粋
愛
と
三
州
硯
さ
れ
る
べ
き
も
め
で
は
な
い
。

．
二
　
工
芸
設
に
封
ず
る
欝
撃
の
銑
判
℃
孟
子
が
排
撃
の
．
対
象
と
し
た
墨
子
の
節
空
読
之
は
何
で
あ
、
る
が
。
墨
子
墨
池
に
葬
喪
を
備
略
忙
す
べ
観
て
乏
を
駒
回

し
て
節
葬
篇
を
著
し
、
そ
の
一
文
に
臼
く

　
　
古
婆
吉
瑞
輩
下
法
・
只
桐
棺
三
寸
、
足
・
以
朽
髄
、
衣
塞
嶺
、
足
政
毒
悪
、
臆
面
・
其
葬
勉
、
下
母
・
貫
頂
、
［
毒
・
通
・
臭
、
朧
若
　
参
耕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
　
之
畝
ハ
則
止
　
。
死
則
既
以
葬
夷
9
生
者
瀬
頭
離
塁
喪
ゐ
而
疾
而
従
レ
事
、
」
人
為
嵩
其
所
【
・
能
、
軍
楽
網
利
也
。
此
聖
人
之
法
也
。
（
懇
騨
諦
）

と
。
墨
子
は
か
く
記
し
て
節
士
を
聖
王
の
法
で
あ
る
配
し
、
七
難
理
想
と
し
て
節
士
読
を
主
張
し
允
の
で
あ
る
。
、
℃
れ
忙
対
等
て
儒
家
濾
元
来
原
葬
久
喪
を
理

想
と
し
て
其
の
実
践
を
主
張
し
允
。
一
三
の
為
孟
子
は
墨
子
の
肉
刺
論
を
非
難
七
夕
事
ユ
岡
蓮
め
如
く
で
あ
届
。
．

　
節
葬
の
内
容
は
一
聯
の
も
の
で
に
あ
み
が
、
葬
儀
乏
銀
喪
の
二
点
よ
り
考
察
す
べ
き
適
の
で
透
る
。
先
づ
葬
儀
忙
つ
や
て
墨
子
濾
簿
葬
愛
論
遭
一
一
黒
藻
除
か



て
三
寸
の
棺
の
み
と
し
衣
裳
は
三
領
と
し
て
、
最
低
限
度
を
理
想
と
す
る
の
で
あ
る
。
孟
子
は
之
に
対
し
て
子
の
親
に
対
す
る
情
を
読
き
、
厚
葬
を
主
張
し
、

自
ら
も
母
の
死
に
対
し
て
厚
葬
を
行
っ
て
、
非
難
を
受
け
る
程
で
あ
っ
た
こ
と
は
孟
子
の
書
に
明
か
で
あ
る
。
叉
節
葬
読
を
奉
ず
る
鍛
者
夷
之
が
自
閉
の
主
義

に
反
し
て
厚
葬
を
行
っ
た
こ
と
も
子
と
し
て
親
に
対
す
自
然
の
情
で
あ
る
と
と
を
暗
示
し
、
同
，
時
に
そ
の
矛
盾
を
嘲
笑
し
た
事
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
之

も
亦
孟
予
が
薄
葬
に
加
え
た
非
難
攻
撃
と
も
云
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
野
葬
が
如
何
に
親
に
対
す
る
真
旦
で
あ
る
と
は
云
え
、
其
の
為
に
産
を
傾
、
け
一
生
困
難

に
陥
る
が
如
き
は
改
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
況
ん
や
唯
慣
習
的
、
形
式
的
に
の
み
流
れ
た
四
葬
に
於
て
お
や
で
あ
る
。
此
の
点
を
聖
子
が
認
め
て
非
難
し
た
の

・
も
一
理
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
孟
子
の
排
撃
は
必
ず
し
も
当
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
も
云
わ
れ
な
い
。

　
次
に
久
喪
に
つ
い
て
は
、
其
の
弊
害
も
多
か
っ
た
も
の
と
見
え
、
既
に
孔
子
の
時
代
に
三
年
喪
が
問
題
と
な
り
、
論
語
陽
貨
篇
に
は
弟
子
の
宰
我
が
之
を
孔

子
に
質
動
じ
だ
記
事
が
あ
る
。
孟
子
㊨
時
代
に
も
三
年
喪
が
問
題
と
な
軌
、
短
濫
読
が
斉
宣
王
か
ら
提
出
せ
ら
れ
、
公
孫
丑
が
之
に
対
え
、
孟
子
が
こ
の
感
想

を
蓮
べ
允
記
事
ガ
あ
る
っ
（
艦
解
ゼ
鑑
）
又
藤
菅
公
が
父
子
公
φ
死
に
紺
⊥
て
、
親
族
近
臣
が
皆
紅
喪
読
を
主
張
し
た
に
も
拘
わ
ら
す
、
孟
子
の
指
導
を
受
け
て
三
年

喪
を
実
行
し
た
事
は
有
名
な
話
で
あ
み
。
そ
の
際
近
親
百
官
は
「
吾
宗
国
魯
先
君
、
莫
㎜
】
暴
行
↓
吾
先
鴬
亦
莫
二
三
二
・
也
。
至
二
子
細
身
“
而
反
レ
之
不
可
。
」
（
激
子
、
藤
女
公
鯖
上
）

と
述
べ
て
反
対
髪
、
こ
髪
に
よ
れ
ば
、
後
於
て
農
に
於
イ
電
、
晦
に
短
奥
行
わ
豊
婁
と
暑
こ
と
が
で
き
．
労
連
尊
書
久
瀬
弊
を
指

摘
』
」
　
．
．
一
　
　
　
…
、
・
一
－
．
、
．
一
～
．
・
．
・
・
．
　
　
」
一
・
」
「
一
㌃
」
3
ヅ
、
、

　
　
ヘ
フ
窯
以
潅
甕
肇
為
・
政
、
下
家
必
発
入
民
器
寡
、
刑
政
必
罰
若
蔵
葦
目
．
争
善
導
膜
重
富
遠
望
測
誓
琵
嚢
治
。
「
摩
】
為
下

　
　
者
行
・
此
、
則
不
レ
能
レ
従
レ
事
、
“
衣
食
三
三
必
不
レ
三
三
…
（
麹
野
環
即
Y
3
一
　
　
．
、
　
　
　
》
　
　
　
　
一
“
一
　
」
．
．
二
、

と
蓮
べ
て
・
い
る
。
・
此
の
丈
は
久
喪
．
の
弊
の
み
端
を
蓮
べ
た
竜
の
で
あ
る
が
、
三
年
喪
は
実
際
生
活
に
於
て
は
、
多
く
の
弊
害
の
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
せ
ら
れ
る
。

か
x
る
弊
審
め
多
い
久
誤
読
を
周
卑
し
で
之
を
強
要
す
る
ば
か
り
で
な
《
ハ
か
姪
美
挙
を
攻
撃
す
る
に
重
い
て
な
、
必
挙
七
橘
当
を
得
悔
も
め
で
あ
る
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。
内
取
に
職
国
の
蒔
代
、
町
軍
国
多
事
φ
際
、
旨
か
玉
る
久
再
読
を
主
張
す
る
ご
と
は
時
代
を
解
せ
ざ
る
も
め
で
あ
っ
て
、
孟
子
の
論
が
迂
遠
な
り
と
し

て
、
探
用
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
も
、
こ
x
に
一
の
原
因
が
存
す
る
ρ
で
は
あ
る
p
ま
小
か
∵
。

　
要
す
る
に
孟
子
が
墨
子
の
範
薬
嚢
た
対
す
る
排
撃
に
於
て
、
薄
葬
に
対
す
る
泌
非
難
臓
」
入
墨
の
自
撚
ぼ
つ
七
て
厚
擁
を
主
張
す
る
レ
ロ
川
の
み
当
を
得
た
も
の
で

あ
る
と
考
・
嘱
ち
れ
る
一
が
い
親
喪
詮
に
対
す
る
非
難
億
い
当
塒
め
社
会
に
帥
せ
ざ
る
固
形
な
る
意
見
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
　
（
終
）

繕
教
の
異
端
．
論
（
市
弼
）

一
三
（
三
五
）
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Summary

Heretical theory of  Confucianism.

一一Especially concernlling that Mencius excluded thought of“Mo-chla”(墨 家)

By Mototaro, ICHIkAWA

 1Virrks that Mencius excluded "Mo-chia". 

 "Chien-ai-shuo" and "Chiek -tsaug-shuo"  (tiMa)  were two marks that he excluded. 

 1.  Reason that Meneius excluded  "Mo-cbia". 

        1. Therefore, in lore of "Mo-chia". there was opposite theory against Confucianism. 

        2. Therefore, in lore of  "Mo-chia"  there  was theory that looked like Confucianism but not agreed it. 

        3. Therefore, lore of "Mo-chia" prevailed in those days so that interrupted to develope Confucianism. 

        4. Therefore, lore of "Mo-chia" had influence over the region where Mencius convassed  so that it was 

         difficult to do it. 

 1. Criticism to that Mencius excluded  "Mo-chia". 

       Professor of Japanese classics,  Faculty of  Education, at the Shinshu University.


